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武
蔵
野
に
ま
つ
わ
る
歴
史
を

楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ

か
つ
て
、現
在
の
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
一
帯
に
も

工
場
を
有
し
て
い
た
日
本
有
数
の

航
空
機
メ
ー
カ
ー
、中
島
飛
行
機
。

戦
争
の
時
代
の
28
年
間
に
存
在
し
た

こ
の
会
社
の
歴
史
と

そ
の
後
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
た
。

中
島
飛
行
機

ラ
イ
ト
兄
弟
の
偉
業
を
知
り

飛
行
機
の
将
来
性
を
確
信

　
中
島
飛
行
機
の
創
業
者
・
中
島
知ち

久く

平へ
い

は
、
海
軍
機
関
学
校
卒
業
後
、
海
軍
に
入

り
ま
す
が
、
そ
の
時
す
で
に
船
よ
り
も
飛

行
機
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

彼
が
機
関
学
校
に
入
学
し
た
明
治
36
年

に
、ラ
イ
ト
兄
弟
が
初
飛
行
に
成
功
。
そ

の
将
来
性
に
心
を
奪
わ
れ
た
の
で
す
。

　

当
時
、
飛
行
機
の
性
能
は
貧
弱
で
、
飛

行
機
が
有
用
な
も
の
に
な
る
な
ど
と
考
え

る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

ん
な
中
、中
島
は
早
く
か
ら
飛
行
機
の
価

値
を
高
く
評
価
し
、研
究
を
進
め
て
い
ま

し
た
。
海
軍
大
学
の
選
科
学
生
と
な
っ
た

彼
は
、
海
軍
航
空
術
研
究
委
員
会
に
参

加
。
ア
メ
リ
カ
に
渡
り
、日
本
人
で
3
番

目
と
な
る「
飛
行
士
免
状
」を
取
得
し
ま

す
。
中
島
の
心
の
中
で「
こ
れ
か
ら
は
飛

行
機
が
必
ず
国
防
の
主
役
に
な
る
」と
い

う
確
信
は
日
に
日
に
強
ま
っ
て
い
き
ま
し

た
が
、海
軍
で
は
飛
行
機
を
活
用
し
よ
う

と
い
う
動
き
が
広
が
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
ん
な
状
況
に
業
を
煮
や
し

た
中
島
は「
軍
に
と
ど
ま
る
よ
り
も
、
民

間
で
航
空
機
事
業
を
立
ち
上
げ
る
ほ
う
が

効
率
的
」と
の
考
え
か
ら
、
大
正
6
年
に

海
軍
を
退
役
し
、故
郷
の
群
馬
県
尾
島
町

（
現
・
太
田
市
）に「
飛
行
機
研
究
所
」を
設

立
し
ま
す
。
こ
れ
が
中
島
飛
行
機
の
始
ま

り
で
す
。

　

中
島
は
ま
ず
、機
体
の
製
作
に
取
り
掛

か
り
ま
し
た
。
失
敗
を
重
ね
た
後
に
ア
メ

リ
カ
製
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
四
型
で
よ

う
や
く
満
足
の
い
く
製
品
を
作
り
上
げ
ま

し
た
。
そ
の
性
能
の
高
さ
が
評
価
さ
れ
て

大
正
8
年
に
陸
軍
か
ら
、初
の
日
本
人
設

計
に
よ
る
量
産
機
と
な
っ
た「
中
島
式
五

型
複
葉
機
」20
機
を
初
受
注
。「
中
島
飛
行

機
製
作
所
」と
改
称
し
て
い
た
飛
行
機
工

場
は
、本
格
的
な
生
産
を
開
始
。
さ
ら
に

大
正
14
年
に
は
、東
京
府
豊
多
摩
郡
井
荻

町（
現
・
杉
並
区
桃
井
）の
青
梅
街
道
沿
い

に
東
京
進
出
第
一
号
と
な
る
東
京
工
場
を

設
置
し
、エ
ン
ジ
ン
の
本
格
生
産
も
始
ま

り
ま
し
た
。

主
力
工
場
だ
っ
た
武
蔵
製
作
所
が

米
軍
の
最
重
点
爆
撃
目
標
に

　

事
業
を
軌
道
に
乗
せ
た
と
こ
ろ
で
、中

島
は
政
治
家
に
転
身
し
ま
す
。
昭
和
5
年

に
衆
議
院
議
員
に
初
当
選
し
た
彼
は
、後

に
近
衛
内
閣
と
東
久
邇
内
閣
で
閣
僚
を
務

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

中
島
が
社
長
を
辞
し
た
頃
か
ら
、国
際

情
勢
は
騒
然
と
し
た
気
配
を
漂
わ
せ
て
い

ま
し
た
。
日
本
で
は
戦
闘
機
の
生
産
を
強

化
す
る
た
め
、各
社
に
競
争
試
作
を
さ
せ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
昭
和
16
年
に
は

「
隼（
は
や
ぶ
さ
）」の
名
で
知
ら
れ
る
一
式

戦
闘
機
、19
年
に
は「
疾
風（
は
や
て
）」と

呼
ば
れ
る
四
式
戦
闘
機
と
、中
島
飛
行
機

製
の
戦
闘
機
が
制
式
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
陸
軍
の
主
力
戦
闘
機
は
、

中
島
飛
行
機
が
生
産
を
担
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
海
軍
で
は
三
菱
重
工
業
の
九
六

式
艦
上
戦
闘
機
が
制
式
採
用
さ
れ
、昭
和

15
年
か
ら「
ゼ
ロ
戦
」こ
と
零
式
艦
上
戦

闘
機
が
主
力
戦
闘
機
と
な
り
ま
す
。
こ
の

ゼ
ロ
戦
が
搭
載
し
て
い
た
エ
ン
ジ
ン
も
中

島
飛
行
機
製
で
し
た
。
さ
ら
に
中
島
飛
行

機
は
機
体
の
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
も
行
い
、

全
国
で
計
1
万
4
2
5
機
生
産
さ
れ
た

ゼ
ロ
戦
の
う
ち
、
6
割
以
上
を
占
め
る

6
5
4
5
機
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、さ
ら
な
る
先
進
技
術
の
研
究
機
関
と

し
て
、昭
和
16
年
に
は
2
0
0
万
㎡
と
い

う
広
大
な
用
地
を
確
保
し
て
、三
鷹
研
究

所
を
起
工
し
ま
し
た
。

　

昭
和
18
年
、い
ず
れ
も
当
時
の
武
蔵
野

町
に
あ
っ
た
武
蔵
野
製
作
所
と
多
摩
製
作

所
の
統
合
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
武
蔵
製
作

所
は
、
海
軍
用
の
西
工
場
、
陸
軍
用
の
東

取材・文：梅澤聡 参考資料：『富士重工業 「独創の技術」で世界に展開するメーカー』（三樹書房）

海軍大学時代の中島知久平。後
に政治の道へと進み、近衛文麿
内閣では鉄道大臣を務めた。

大正8年に完成した、中島飛行機の出世機といわれる「四型6号機」
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に
準
ず
る
も
の
と
し
て
解
体
命
令
を
受

け
、解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

戦
争
の
時
代
に
生
ま
れ
、兵
器
と
な
る

航
空
機
を
生
産
し
ま
し
た
が
、中
島
飛
行

機
が
そ
の
中
で
培
っ
た
高
い
技
術
力
は
、

戦
後
、自
動
車
産
業
で
大
き
く
花
開
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
昭
和
28
年
に
誕
生
し

た
、自
動
車
ブ
ラ
ン
ド
の
ス
バ
ル
で
知
ら

れ
る
富
士
重
工
業
は
、中
島
飛
行
機
が
離

合
集
散
を
重
ね
た
末
に
た
ど
り
着
い
た
姿

で
す
。
後
に
日
産
自
動
車
と
な
る
プ
リ
ン

ス
自
動
車
工
業
も
、中
島
飛
行
機
の
技
術

者
た
ち
が
多
く
参
加
し
て
誕
生
し
た
会
社

で
す
。
奇
跡
的
に
大
き
な
空
襲
被
害
を
逃

れ
た
東
京
工
場
は
そ
の
後
、日
産
自
動
車

荻
窪
工
場
へ
と
変
遷
を
辿
り
ま
し
た
が
、

現
在
は
区
立
桃
井
原
っ
ぱ
公
園
に
な
っ
て

い
ま
す
。
三
鷹
研
究
所
は
、空
襲
を
受
け

工
員
4
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
跡
地
は
富
士
重
工
業
東
京
事
務
所
、

国
際
基
督
教
大
学
、都
立
野
川
公
園
な
ど

と
な
り
ま
し
た
。

　

武
蔵
製
作
所
は
閉
鎖
さ
れ
、
跡
地
は
、

電
気
通
信
省（
現
・
N
T
T
武
蔵
野
研
究

開
発
セ
ン
タ
）、
東
京
ス
タ
ジ
ア
ム
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
球
場（
閉
鎖
後
、
主
に
公

団
住
宅
）と
姿
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

米
軍
宿
舎
に
な
っ
た
エ
リ
ア
も
あ
り
ま
し

た
が
、市
を
挙
げ
て
返
還
運
動
が
展
開
さ

れ
、昭
和
48
年
に
返
還
が
実
現
。
現
在
は
、

都
立
武
蔵
野
中
央
公
園
や
市
役
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。

工
場
、
病
院
、
そ
の
他
の
附
属
施
設
か
ら

成
っ
て
お
り
、主
に
エ
ン
ジ
ン
の
生
産
を

行
う
拠
点
で
し
た
。
最
盛
期
に
は
、従
来

か
ら
の
従
業
員
に
日
本
全
国
か
ら
の
徴
用

工
員
、
男
女
動
員
学
徒
を
加
え
、
そ
の
総

数
5
万
人
に
お
よ
ぶ
国
内
最
大
の
航
空
発

動
機
工
場
と
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
後
、
戦
況
が
悪
化
す
る
と
、
最
重

要
軍
需
拠
点
で
あ
っ
た
武
蔵
製
作
所
は
米

軍
の
重
点
爆
撃
目
標
と
な
り
、昭
和
19
年

11
月
24
日
の
空
襲
以
来
、終
戦
ま
で
に
9

回
の
爆
撃
が
行
わ
れ
、武
蔵
製
作
所
は
壊

滅
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
武
蔵
野
市
で

は
、
米
軍
の
初
空
襲
を
受
け
た
こ
の
日
、

11
月
24
日
を「
武
蔵
野
市
平
和
の
日
」に

制
定
し
、戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和
の
尊
さ

を
後
世
に
伝
え
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。

中
島
飛
行
機
の
高
度
な
技
術
力
が

戦
後
日
本
の
自
動
車
技
術
を
牽
引

　

戦
争
が
終
わ
る
と
、軍
需
工
場
で
あ
る

中
島
飛
行
機
は
生
産
を
中
止
し
ま
し
た
。

も
っ
と
も
B 

29
の
爆
撃
に
よ
っ
て
工
場
は

破
壊
し
尽
く
さ
れ
て
お
り
、生
産
能
力
は

ほ
と
ん
ど
な
い
に
等
し
い
状
態
で
し
た
。

中
島
飛
行
機
は
、終
戦
の
翌
日
に
は
定
款

を
変
更
し
て「
富
士
産
業
株
式
会
社
」と

改
称
し
、平
和
産
業
へ
の
転
換
を
模
索
し

ま
す
。
し
か
し
、G
H
Q
か
ら
4
大
財
閥

富士自動車工業（後の富士重工業）で、昭和29年に開発された「P̶1」1号
車。ボディーには航空機技術を応用し、軽量化と耐久性が追求されている。

M U S A S H I N O  H I S T O R Y

取材・文：梅澤聡 参考資料：『富士重工業 「独創の技術」で世界に展開するメーカー』（三樹書房）

大正  6 （1917）年　中島知久平33歳のとき、群馬県尾島町前小屋に「飛行機研究所」設立
大正  7 （1918）年　「中島飛行機製作所」と改称
大正  8 （1919）年　陸軍から初の日本人設計の量産機となった「中島式五型複葉機」20機を初受注
大正 12（1923）年　陸軍甲式四型戦闘機の生産開始
大正 14（1925）年　東京府豊多摩郡井荻町に東京工場完成、エンジン本格生産開始
昭和   6（1931）年　「中島飛行機株式会社」と改称
昭和 13（1938）年　陸軍専用の武蔵野製作所完成
昭和 16（1941）年　海軍専用の多摩製作所完成。第二次世界大戦開戦
昭和 18（1943）年　武蔵野製作所・多摩製作所を統合し「武蔵製作所」が発足
昭和 19（1944）年　武蔵製作所、米軍の空襲爆撃を受ける。三鷹研究所新設
昭和 20（1945）年　終戦、航空機生産停止命令。「富士産業株式会社」と改称するも財閥解体指令を受ける

中島飛行機の略歴

昭和18年11月の完成当時、最新鋭のシステムを導入してい
た工場「武蔵製作所」

武蔵製作所跡地は、現在は都立武蔵野中央公園（はらっぱ公
園）や市役所となっている。


